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男女共同参画社会に関する市民アンケート調査結果【概要版】 
 

はじめに 

本資料は、令和４年度に実施した男女共同参画社会に関する市民意識調査（以下、「市民意識調

査」という。）の結果をもとに、本計画の施策ごとにまとめたものであり、今後、計画策定を進め

るにあたり、市民意識調査結果を踏まえて、施策・事業の展開や、指標の設定を検討するための基

礎資料として役立てるものである。 

 

市民アンケート回収結果について 
 

調査対象数 
（18 歳以上の市民） 

回答数 回答率 

1,000件 291件 29.1% 

 

＜郵送別の回収状況＞ 

郵送別 
合計 

回答数 回収率 

全体 291件 100.0% 

郵送 230件 79.0% 

インターネット 61件 21.0% 

 

＜性別の回収状況＞ 

属性（性別） 
合計 （郵送別内訳） 

回収数 回収率 郵送 インターネット 

男性 126件 43.3% 98件 28件 

女性 153件 52.6% 121件 32件 

回答したくない 5件 1.7% 4件 1件 

性別無回答 7件 2.4% 7件 0件 

 

＜年齢別の回収状況＞ 

属性（年齢別） 
合計 郵送 

回収数 
インターネット 

回収数 回収数 回収率 

20歳未満 5 件 1.7% 3件 2件 

20歳代 21 件 7.2% 8件 13件 

30歳代 26 件 8.9% 13件 13件 

40歳代 27 件 9.3% 21件 6件 

50歳代 49 件 16.8% 35件 14件 

60歳代 63 件 21.6% 52件 11件 

70歳以上 97 件 33.3% 95件 2件 

年齢無回答 3件  1.0% 3件 0件 
  

資料１ 



2 

◆生き方や価値観などに関して、あなたの考えに近いものについて（問 1）【単一回答】 

『そう思う』（そう思う＋どちらかといえばそう思う） 

【②男性も家事・育児・介護に積極的に参加すべき】 

▶令和４年度調査：93.2％ ▶平成 28年度調査：85.4％ 

※平成 28年度調査と比べ、7.8ポイントの増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

⑦男女ともに仕事や

　 生き方について

　 多様な選択ができる

　 ようにした方が良い

②男性も家事・育児・

　 介護に積極的に

　 参加すべき

③男性は指導力を

   発揮すべき

④女性は家族を中心に

　 考えて生活すべき

①制度や慣習により多

　 様な生き方を選択で

　 きていない

⑤女性（妻）が仕事を

　 持って、男性（夫）が

　 家事・育児に

　 専念する

⑥結婚してもしなくても

　 どちらでもよい

17.9 

15.7 

58.1 

49.0 

15.8 

17.9 

7.9 

4.8 

38.1 

32.9 

43.0 

28.3 

61.5 

44.0 

44.7 

35.1 

36.4 

41.2 

41.4 

32.3 

29.2 

36.8 

32.2 

20.3 

20.3 

31.6 

17.2 

14.8 

2.1 

4.8 

18.2 

19.4 

22.3 

28.5 

12.0 

15.9 

16.5 

18.7 

2.7 

12.4 

10.7 

3.1 

1.5 

22.0 

11.5 

34.4 

27.9 

7.2 

6.5 

16.5 

17.0 

1.0 

6.5 

7.4 

1.0 

3.7 

2.1 

4.6 

1.7 

3.7 

4.1 

6.8 

2.4 

9.8 

2.1 

2.1 

6.8 

0.7 

4.6 

0.7 

5.2 

1.4 

5.9 

1.7 

5.7 

1.4 

5.9 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答
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◆性別による役割分担について（問２）【単一回答】 

「男女ともに仕事をし、家事・育児も分担する」 

【全体】▶令和４年度調査：80.4％ ▶平成 28年度調査：73.9％ 

※平成 28年度調査と比べ、6.5ポイントの増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.2 

8.3 

8.7 

2.6 

40.0 

7.2 

5.5 

8.7 

2.6 

0.2 

80.4 

73.9 

73.0 

88.2 

40.0 

6.5 

6.1 

8.7 

5.2 

1.4 

4.4 

0.8 

1.3 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

過去調査（H28） n=459

男性 n=126

女性 n=153

回答しない n=5

男性は仕事、女性は家事・育児をする 女性は仕事、男性は家事・育児をする

男女ともに仕事をし、家事・育児は主に女性が行う 男女ともに仕事をし、家事・育児は主に男性が行う

男女ともに仕事をし、家事・育児も分担する その他

無回答
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「配偶者・パートナー（同棲・事実婚含む）がいる」と回答した方のみ 

◆家庭内での性別による役割分担について（問４）【単一回答】 

『満足している』（満足している＋どちらかといえば満足している） 

【全体】▶令和４年度調査：79.5％ ▶平成 28年度調査：68.4％ 

※平成 28年度調査と比べ、11.1ポイントの増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.2 

21.6 

32.6 

18.7 

50.0 

53.3 

46.8 

62.1 

46.7 

50.0 

9.0 

11.7 

1.1 

16.8 

5.7 

7.0 

11.2 

3.8 

0.6 

4.2 

3.7 

1.0 

5.3 

1.9 

1.0 

7.0 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=210

過去調査（H28） n=342

男性 n=95

女性 n=107

回答しない n=2

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である 不満である

わからない その他

無回答
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21.6 30.9 41.6 5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

言葉も内容も知っていた

言葉は聞いたことがあるが、内容までは知らなかった

言葉も内容も知らなかった

無回答

◆家事、育児、介護、地域活動に積極的に参画していくために必要だと思うことについて（問 6） 

【複数回答】（３つまで） 

「仕事以外の時間を多く持てるよう、労働時間短縮や休業 制度を普及させること」 

【全体】▶令和４年度調査：40.2％ ▶平成 28年度調査：34.9％ 

※平成 28年度調査と比べ、5.3ポイントの減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆『ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）』の認知度について（問７）【単一回答】 

 

 

 

 

 

 

  

63.6 

40.2 

36.8 

34.7 

27.8 

12.7 

9.6 

7.9 

4.5 

4.5 

3.4 

5.2 

60.8 

34.9 

36.6 

32.5 

27.0 

10.0 

10.5 

36.6 

4.6 

2.6 

3.7 

6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家事などの分担について、夫婦や家族間で

話し合い、協力すること

仕事以外の時間を多く持てるよう、労働時間

短縮や休業制度を普及させること

男性自身の家事などへの抵抗感をなくすこと

男性の仕事中心の考え方を改めること

男女がともに、家事、育児、介護、地域活動などに

関心を高めるよう意識啓発や情報提供を行うこと

男性が育児や介護、地域活動を行うための

仲間作りをすすめること

男性が家事などをすることに対しての女性の

抵抗感をなくすこと

男性の家事や育児、介護等の技能を高める

講座などの機会を設けること

仕事とそれ以外の活動の両立に関する

相談窓口を設けること

その他

特に必要なことはない

無回答

全体（R04） n=291

過去調査（H28） n=459
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◆職場内での意識について（問 12）【単一回答】 

【④育児・介護休業を取りにくい職場の雰囲気】「ある」 

【全体】▶令和４年度調査：30.4％ ▶平成 28年度調査：20.9％ 

※平成 28年度調査と比べ、9.5ポイントの増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和4年度調査
n=171

平成28年度調査
n=253

令和4年度調査
n=171

平成28年度調査
n=253

令和4年度調査
n=171

平成28年度調査
n=253

令和4年度調査
n=171

平成28年度調査
n=253

令和4年度調査
n=171

平成28年度調査
n=253

令和4年度調査
n=171

平成28年度調査
n=253

令和4年度調査
n=171

平成28年度調査
n=253

令和4年度調査
n=171

平成28年度調査
n=253

①募集や採用時の
男女差別

②賃金、昇格などに
おける男女格差

③女性が結婚や出
産を理由に退職する
慣例

④育児・介護休業を
取りにくい職場の雰
囲気

⑤有給休暇を取りに
くい職場の雰囲気

⑥セクシュアル・ハラ
スメントやパワー・ハ
ラスメント

⑦女性は庶務的な
仕事というように、性
別によって職務内容
を固定的に分ける

⑧能力・成果の評価
における男女格差

13.5 

17.0 

17.0 

18.2 

22.2 

17.4 

30.4 

20.9 

25.7 

28.5 

21.1 

16.2 

17.5 

13.4 

15.2 

15.4 

50.3 

48.2 

45.6 

39.9 

43.9 

44.7 

39.2 

42.7 

53.8 

41.1 

46.2 

46.2 

56.1 

49.0 

53.2 

45.5 

28.1 

18.6 

29.2 

25.3 

24.6 

20.2 

22.2 

19.0 

11.1 

13.0 

24.0 

20.2 

17.5 

20.2 

23.4 

22.5 

8.2 

16.2 

8.2 

16.6 

9.4 

17.8 

8.2 

17.4 

9.4 

17.4 

8.8 

17.4 

8.8 

17.4 

8.2 

16.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答
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◆地域活動の参加経験の有無について（問 17）【単一回答】 

「参加している（したことがある）」 

【性別】▶男性：73.0％ ▶女性：56.9％ 

※女性に比べて男性のほうが、16.1ポイント上回る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.9 

67.1 

66.4 

73.0 

56.9 

60.0 

31.6 

24.4 

32.3 

25.4 

38.6 

20.0 

3.4 

8.5 

1.4 

1.6 

4.6 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

過去調査（H28） n=459

過去調査（H24） n=737

男性 n=126

女性 n=153

回答しない n=5

参加している（したことがある） 参加したことがない 無回答
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◆お住まいの地域の慣習や慣行について（問 18）【複数回答】 

「団体の会長には男性が就き、女性は補助的役職に就く」 

【全体】▶令和４年度調査：34.0％ ▶平成 28年度調査：27.9％ ▶平成 24年度調査：29.9％ 

※平成 24年度調査と比べ、4.1ポイントの増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.0 

27.1 

18.9 

8.6 

6.2 

5.2 

3.8 

37.5 

4.1 

7.2 

27.9 

18.5 

17.0 

5.7 

3.5 

3.9 

2.8 

40.1 

2.8 

15.0 

29.9 

7.3 

18.7 

3.0 

5.2 

15.2 

3.0 

43.3 

4.9 

6.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

団体の会長には男性が就き、女性は補助的

役職に就く

女性自身が役職に就きたがらない

「準備や後片づけなどは女性の仕事」など、

性別による固定的な役割分担がある

女性が表に出るべきでないという雰囲気があ

る

男性が参加しにくい時間設定や活動形態で

ある

実際の活動は、ほとんど女性が担っている

女性には発言の機会が与えられなかったり、

女性の意見は聞き入れられない

特にない

その他

無回答

全体（R04） n=291

過去調査（H28） n=459

過去調査（H24） n=737
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◆配偶者や恋人等からの暴力について（問 19）【単一回答】 

『（暴力が）あった』{何度もあった（ある）+１、２度あった（ある）} 

【身体的な暴力】▶令和４年度調査：4.1％ ▶平成 28年度調査：3.9％ ▶平成 24年度調査：6.8％ 

【精神的・心理的な暴力】 

▶令和４年度調査：13.8％ ▶平成28年度調査：12.2％ ▶平成24年度調査：14.8％ 

【経済的な暴力】▶令和４年度調査：2.7％ ▶平成 28年度調査：4.6％ ▶平成 24年度調査：5.0％ 

【性的な暴力】 ▶令和４年度調査：2.4％ ▶平成 28年度調査：2.4％ ▶平成 24年度調査：2.7％ 

※平成 24年度調査と比べ、全体的に減少している傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

平成24年度調査
（n=737）

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

平成24年度調査
（n=737）

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

平成24年度調査
（n=737）

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

平成24年度調査
（n=737）

③経済的な暴力

④性的な暴力

①身体的な暴力

②精神的・心理的な暴力

9.6 

18.7 

15.2 

10.7 

18.7 

15.2 

10.0 

18.3 

15.9 

11.0 

20.0 

16.0 

80% 90% 100%

何度もあった（ある） １、２度あった（ある）

まったくない（なかった） 無回答

1.0 

1.1 

1.9 

4.5 

4.1 

5.3 

1.0 

2.0 

2.2 

0.7 

0.4 

0.7 

3.1 

2.8 

4.9 

9.3 

8.1 

9.5 

1.7 

2.6 

2.8 

1.7 

2.0 

2.0 

86.3 

77.3 

78.0 

75.6 

69.1 

70.0 

87.3 

77.1 

79.1 

86.6 

77.6 

81.3 

0% 10% 20%
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◆配偶者や恋人等からの暴力について（属性別）（問 19）【単一回答】 

『（暴力が）あった』{何度もあった（ある）+１、２度あった（ある）} 

【身体的な暴力】▶男性：4.0％ ▶女性：3.9％ ▶回答しない：20.0％ 

【精神的・心理的な暴力】 

▶男性：9.5％ ▶女性：17.6％ ▶回答しない：20.0％ 

【経済的な暴力】▶男性：3.2％ ▶女性：2.7％ ▶回答しない：0.0％ 

【性的な暴力】 ▶男性：0.0％ ▶女性：4.6％ ▶回答しない：0.0％ 

※全体的に女性の割合が高いが、経済的な暴力に関しては、男性の割合が高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 n=126

女性 n=153

回答しない n=5

男性 n=126

女性 n=153

回答しない n=5

男性 n=126

女性 n=153

回答しない n=5

男性 n=126

女性 n=153

回答しない n=5

③経済的な暴力

④性的な暴力

①身体的な暴力

②精神的・心理的な暴力

88.1 

86.3 

60.0 

71.9 

60.0 

7.9 

9.8 

20.0 

9.5 

10.5 

20.0 

9.5 

9.2 

20.0 

11.1 

9.8 

20.0 

70% 80% 90% 100%

何度もあった（ある） １、２度あった（ある） まったくない（なかった） 無回答

0.8 

1.3 

2.4 

6.5 

1.6 

0.7 

1.3 

3.2 

2.6 

20.0 

7.1 

11.1 

20.0 

1.6 

2.0 

3.3 

88.1 

86.3 

81.0 

87.3 

88.2 

80.0 

88.9 

85.6 

80.0 

0% 10% 20%
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◆配偶者・パートナー・恋人からの暴力等行為の相談（問 20）【単一回答】 

「相談しない（しなかった）」 

【性別】▶男性：85.7％ ▶女性：51.7％ 

※女性に比べて男性のほうが、34.0ポイント上回る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.0 

27.3 

14.3 

31.0 

63.6 

62.1 

85.7 

51.7 

11.4 

10.6 

17.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=44

過去調査（H28） n=66

男性 n=14

女性 n=29

相談した 相談しない（しなかった） 無回答



12 

60.7 

42.9 

39.3 

25.0 

17.9 

14.3 

10.7 

10.7 

7.1 

7.1 

3.6 

3.6 

3.6 

0.0 

0.0 

34.1 

19.5 

41.5 

36.6 

12.2 

12.2 

7.3 

0.0 

14.6 

2.4 

0.0 

0.0 

0.0 

7.3 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

相談するほどのことではないと思ったから

自分さえ我慢すれば、何とかこのまま

やっていけると思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

世間体が悪いから

そのことについて思い出したくなかったから

相談しても、そのアドバイス通りにはできない

不安があったから

どこ（誰）に相談してよいのかわからなかった

から

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けると思ったから

相談相手の言動によって不快な思いを

させられると思ったから

暴力などをする人もつらい思いを

していると思ったから

その他

無回答

全体（R04） n=28

過去調査（H28） n=41

◆行為について相談しなかった理由（問 21）【複数回答】 

「相談するほどのことではないと思ったから」 

【全体】▶令和４年度調査：60.7％ ▶平成 28年度調査：34.1％ 

※平成 28年度調査と比べ、26.6ポイントの増加 
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◆さまざまな分野で男女の地位が平等と思う人の割合について（問 22）【単一回答】 

「平等である」 

【社会全体】▶令和４年度調査：17.5％ ▶平成 28年度調査：15.9％ 

※平成 28年度調査と比べ、1.6ポイントの増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

③学校教育の場

④政治の場

①家庭生活

②職場

⑨社会全体

⑤行政区、自治会
などの住民組織

⑥市民活動やボラ
ンティア組織

⑦社会通念・慣習・
しきたりなど

⑧法律や制度

11.0 

10.2 

7.2 

10.2 

3.4 

1.7 

24.1 

16.3 

12.4 

9.4 

2.1 

2.8 

10.3 

10.9 

7.6 

6.3 

10.7 

8.7 

42.3 

43.6 

43.3 

35.5 

15.8 

11.1 

39.5 

36.8 

39.9 

36.2 

18.9 

15.5 

50.9 

45.3 

27.1 

27.9 

50.9 

47.5 

17.5 

17.6 

26.5 

26.4 

43.3 

48.4 

14.4 

19.8 

22.0 

24.6 

44.7 

43.6 

18.2 

16.8 

34.0 

32.2 

17.5 

15.9 

9.6 

7.0 

2.7 

3.5 

5.2 

4.4 

1.0 

0.2 

1.0 

0.9 

3.8 

3.1 

0.7 

1.3 

2.4 

1.5 

2.1 

4.4 

3.4 

1.3 

0.7 

0.7 

0.7 

0.3 

0.2 

1.0 

0.9 

0.3 

0.2 

0.7 

0.4 

0.7 

11.0 

9.6 

12.7 

10.5 

25.4 

19.2 

14.8 

13.9 

21.0 

16.8 

24.1 

21.8 

15.8 

13.5 

22.7 

19.8 

13.1 

12.9 

5.2 

10.7 

6.9 

12.9 

6.5 

15.3 

5.5 

12.2 

3.4 

12.0 

5.5 

12.4 

3.8 

12.0 

5.5 

11.8 

5.2 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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◆さまざまな分野で男女の地位が平等と思う人の割合について（属性別）（問 22）【単一回答】 

「平等である」 

【社会全体】▶男性：22.2％ ▶女性：15.0％ 

※女性に比べて男性の方が、7.2ポイント上回る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 n=126

女性 n=153

男性 n=126

女性 n=153

男性 n=126

女性 n=153

男性 n=126

女性 n=153

男性 n=126

女性 n=153

男性 n=126

女性 n=153

男性 n=126

女性 n=153

男性 n=126

女性 n=153

男性 n=126

女性 n=153

⑦社会通念・慣習・
しきたりなど

⑧法律や制度

⑨社会全体

①家庭生活

②職場

③学校教育の場

④政治の場

⑤行政区、自治会
などの住民組織

⑥市民活動やボラ
ンティア組織

8.7 

13.7 

4.0 

9.8 

1.6 

4.6 

19.8 

26.8 

10.3 

13.1 

1.6 

2.6 

8.7 

12.4 

5.6 

9.2 

9.5 

11.1 

40.5 

43.8 

42.1 

43.8 

15.9 

16.3 

36.5 

43.8 

36.5 

44.4 

19.8 

19.6 

47.6 

52.9 

23.8 

29.4 

45.2 

55.6 

21.4 

13.1 

29.4 

25.5 

42.9 

45.1 

21.4 

9.2 

27.0 

18.3 

44.4 

46.4 

25.4 

13.7 

43.7 

27.5 

22.2 

15.0 

7.9 

11.1 

3.2 

2.6 

6.3 

3.9 

1.6 

0.8 

1.3 

3.2 

4.6 

0.8 

0.7 

4.8 

0.7 

4.8 

3.2 

3.9 

1.6 

0.7 

1.6 

0.8 

1.6 

0.7 

1.6 

1.6 

13.5 

9.8 

13.5 

11.8 

27.8 

23.5 

15.1 

14.4 

22.2 

19.0 

24.6 

22.2 

13.5 

17.0 

15.9 

28.1 

11.1 

14.4 

4.8 

4.6 

6.3 

6.5 

5.6 

5.9 

4.0 

5.9 

2.4 

3.9 

4.8 

3.9 

4.0 

3.3 

4.8 

5.2 

5.6 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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◆男女共同参画社会の実現についての考え（問 25）【単一回答】 

『実現されていると思う』（男女共同参画社会は、すでに実現されていると思う+男女共同参画社会は、

ほぼ実現されていると思う） 

【全体】▶令和４年度調査：15.8％ ▶平成 28年度調査：24.2％ 

※平成 28年度調査と比べ、8.4ポイントの減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.7 

2.0 

0.8 

2.6 

4.8 

4.1 

14.1 

22.2 

16.7 

11.1 

20.0 

28.6 

23.1 

16.3 

12.7 

13.4 

58.1 

39.7 

59.5 

58.2 

40.0 

60.0 

42.9 

42.3 

66.7 

57.1 

55.6 

64.9 

4.1 

4.8 

6.3 

2.0 

4.8 

11.5 

3.7 

2.0 

4.8 

3.1 

2.1 

2.2 

1.6 

2.6 

3.8 

3.7 

4.1 

2.1 

16.8 

21.1 

11.9 

20.9 

20.0 

40.0 

19.0 

19.2 

25.9 

18.4 

22.2 

8.2 

1.0 

1.5 

1.6 

0.7 

2.0 

3.2 

2.1 

6.5 

1.6 

2.0 

20.0 

1.6 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

過去調査（H28） n=459

男性 n=126

女性 n=153

回答しない n=5

20歳未満 n=5

20歳代 n=21

30歳代 n=26

40歳代 n=27

50歳代 n=49

60歳代 n=63

70歳以上 n=97

男女共同参画社会は、すでに実現されていると思う 男女共同参画社会は、ほぼ実現されていると思う

男女共同参画社会は、あまり実現されていないと思う 男女共同参画社会は、全く実現されていないと思う

男女共同参画社会という考えに賛成できない わからない

その他 無回答
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◆見たり聞いたりしたことがある言葉や取組み（問 26）【複数回答】 

「ジェンダー」 

【全体】▶令和４年度調査：57.0％ ▶平成 28年度調査：24.6％ 

※平成 28年度調査と比べ、32.4ポイントの増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.5 

70.4 

57.0 

56.0 

38.1 

22.0 

16.2 

15.1 

10.7 

3.8 

3.1 

71.7 

57.3 

24.6 

56.0 

34.2 

22.9 

13.7 

10.5 

11.5 

5.4 

9.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

男女雇用機会均等法

育児・介護休業法

ジェンダー

（文化的・社会的につくられた性別）

配偶者からの暴力の防止及び

被害者の保護に関する法律（ＤＶ防止法）

男女共同参画社会基本法

笠間市男女共同参画推進条例

女子差別撤廃条約

女性の職業生活における活躍の

推進に関する法律（女性活躍推進法）

笠間市男女共同参画行動の日

（いいパートナーの日）

見たり聞いたりしたものはない

無回答

全体（R04） n=291

過去調査（H28） n=459



17 

◆笠間市の市政分野において、男女共同参画の視点が十分に反映されているか（問 27）【単一回答】 

『生かされている』（十分に生かされている＋ある程度活かされている） 

【③健康・福祉の分野】▶令和４年度調査：51.9％ ▶平成 28年度調査：47.7％ 

※平成 28年度調査と比べ、4.2ポイントの増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

令和4年度調査
n=291

平成28年度調査
n=459

③健康・福祉の分野

④産業の分野

⑤教育・文化の分野

⑥地域づくりの分野

⑦自治体運営の分野

①都市基盤の分野

②生活環境の分野

2.7 

1.3 

1.7 

2.2 

3.4 

3.5 

1.0 

1.3 

2.7 

3.9 

2.1 

0.7 

25.1 

29.6 

25.8 

38.8 

48.5 

44.2 

28.5 

23.5 

46.4 

41.2 

34.4 

29.9 

24.1 

19.8 

26.1 

16.3 

14.8 

12.2 

26.5 

24.0 

15.1 

12.2 

20.3 

17.5 

4.1 

2.8 

3.1 

3.7 

3.4 

1.7 

2.1 

3.9 

1.4 

1.5 

2.4 

3.8 

39.9 

35.5 

39.2 

28.1 

25.8 

27.9 

36.8 

36.4 

29.9 

30.3 

35.7 

43.0 

4.1 

10.9 

4.1 

10.9 

4.1 

10.5 

5.2 

10.9 

4.5 

10.9 

5.2 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分に生かされている ある程度生かされている あまり生かされていない

そう思わない 全く生かされていない わからない
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◆女性の活躍推進のため必要だと考える取組について（問 28）【複数回答】（３つまで） 

「継続して仕事が続けられるための制度（育児休業、介護休業など）の充実に関する取組」 

【全体】▶令和４年度調査：32.0％ ▶平成 28年度調査：45.3％ 

※平成 28年度調査と比べ、13.3ポイントの減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.3 

33.7 

32.0 

23.4 

22.7 

22.7 

20.6 

19.2 

13.7 

12.7 

12.0 

6.2 

4.8 

1.0 

1.0 

2.7 

0.0 

35.9 

45.3 

0.0 

23.5 

33.1 

13.9 

36.6 

15.0 

0.0 

14.6 

11.3 

3.7 

1.3 

1.1 

9.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

育児や介護のための休業制度の充実や

男性も取得しやすい環境整備

女性の積極的な採用（再雇用、中途採用含む）に

関する取組

継続して仕事が続けられるための制度

（育児休業、介護休業など）の充実に関する取組

出産や介護で離職した女性の再雇用制度の充実

長時間労働の是正など働き方の改革に関する取組

雇用形態の転換（パートから正規職員への

転換など）に関する取組

管理職等への女性の積極的な登用に関する取組

保育・介護の支援（保育所、放課後児童クラブ、

介護施設の充実など）に関する取組

性別による役割分担の意識や職場風土の

改革に関する取組

フレックスタイム制や在宅勤務などの導入促進

働くことに対する男女の意識改革に関する取組

就職、再就職のための情報提供や

職業訓練などの取組

わからない

特に必要な取組はない

その他

無回答

全体（R04） n=291

過去調査（H28） n=459
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◆今後、どのような分野で女性の進出や登用が必要なると思うかについて（問 29）【単一回答】 

「自治体の長、国会議員、地方議会議員」 

【全体】▶令和４年度調査：35.4％ ▶平成 28年度調査：26.6％ 

※平成 28年度調査と比べ、8.8ポイントの増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.4 

26.6 

35.7 

36.6 

25.4 

25.9 

23.8 

25.5 

20.0 

9.3 

7.6 

9.5 

9.2 

20.0 

10.7 

13.3 

7.9 

13.7 

5.2 

4.4 

9.5 

2.0 

3.1 

3.9 

3.2 

3.3 

3.1 

3.5 

3.2 

2.0 

20.0 

7.9 

14.8 

7.1 

7.8 

40.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

過去調査（H28） n=459

男性 n=126

女性 n=153

回答しない n=5

自治体の長、国会議員、地方議会議員

政策や方針決定をする場である審議会の委員

企業の経営者

行政区や地域の諸団体などの組織の長

建築・土木・科学技術などの分野

農業などの分野

その他

無回答
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56.0 

49.5 

26.5 

25.4 

23.4 

18.2 

14.1 

13.7 

8.6 

6.5 

6.5 

4.5 

2.7 

3.8 

49.9 

44.7 

19.6 

19.8 

22.0 

12.9 

11.5 

9.4 

13.5 

4.1 

6.3 

3.9 

2.0 

11.1 

47.9 

46.4 

13.2 

16.3 

32.6 

11.7 

13.6 

8.1 

14.7 

4.9 

8.8 

5.6 

1.4 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男女がともに働きやすい

職場環境づくり

保育や介護サービスの充実など

仕事と家庭の両立支援

行政の政策や方針決定の場への

女性の積極的登用

学校における男女平等教育の充実

女性の再就職や起業支援の充実

地域で活躍できる女性リーダーの育成

男女共同参画を推進する行政体制の強化

行政機関や学校における女性職員の

採用、女性管理職の積極的登用

男女共同参画やダイバーシティ社会に

ついての意識啓発や広報活動

配偶者・パートナーからの暴力被害に

対する相談、救援対策の充実

男女共同参画に関する拠点施設の設置

男性を対象とした講座や学習機会の充実

その他

無回答

全体（R04） n=291

過去調査（H28） n=459

過去調査（H24） n=737

◆男女共同参画社会の実現に向けて重要だと思うことについて（問 30）【複数回答】（３つまで） 

「男女がともに働きやすい職場環境づくり」 

【全体】▶令和４年度調査：56.0％ ▶平成 28年度調査：49.9％ ▶平成 24年度調査：47.9％ 

「保育や介護サービスの充実など仕事と家庭の両立支援」 

【全体】▶令和４年度調査：49.5％ ▶平成 28年度調査：44.7％ ▶平成 24年度調査：46.4％ 

※過去調査と比べて上位２項目が約５割の回答となっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



21 

52.2 

42.6 

25.4 

16.5 

16.2 

15.1 

2.7 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

防災訓練や研修に男女がともに

積極的に参加すること

日ごろから地域のコミュニケーションや

地域のつながりを大切にする

災害対策本部に女性が配置され、

対策に女性の視点が入ること

防災や災害現場で活動する

女性を育成する

男女共同参画の視点を取り入れた

防災の研修・講座を開催する

防災計画、防災会議等に女性が

参画すること

その他

無回答 全体（R04） n=291

77.0 

45.7 

35.7 

13.7 

10.0 

1.0 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

避難所の設備（男女別のトイレ・

更衣室・授乳室・洗濯干場など）

災害時の救急医療体制（乳幼児・高齢者・

障がい者・妊産婦のサポート体制）

避難所運営責任者に男女ともに配置され、

運営や被災者対応に両方の視点が入ること

公的施設の備蓄品のニーズ把握や

災害時に支給する際の配慮

被災者に対する相談体制

その他

無回答 全体（R04） n=291

◆男女が安心できる防災体制の必要な取り組みについての考え（問 31）【複数回答】（２つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆災害時に性別に配慮した対応が必要だと思うものについての考え（問 32）【複数回答】（２つまで） 
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◆ダイバーシティまたはダイバーシティ＆インクルージョンの認知度について（問 33）【単一回答】 

「言葉も内容も知っていた」 

【年代別】▶全体：11.0％ ▶20歳未満：20.0％ ▶20歳代：19.0％ ▶30歳代：23.1％ 

※全体的に若い年代の認知度が高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.0 

20.0 

19.0 

23.1 

11.1 

12.2 

9.5 

6.2 

18.2 

9.5 

23.1 

18.5 

30.6 

19.0 

12.4 

32.3 

20.0 

42.9 

42.3 

37.0 

34.7 

33.3 

24.7 

35.1 

60.0 

28.6 

11.5 

33.3 

22.4 

34.9 

49.5 

3.4 

3.2 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

20歳未満 n=5

20歳代 n=21

30歳代 n=26

40歳代 n=27

50歳代 n=49

60歳代 n=63

70歳以上 n=97

言葉も内容も知っていた

言葉も内容もなんとなく知っていた

言葉は聞いたことがあるが、内容までは知らなかった

言葉も内容も知らなかった

無回答
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◆ダイバーシティ社会の必要性について（問 34）【単一回答】 

『必要だと思う』（とても必要だと思う+どちらかというと必要だと思う） 

【全体】▶全体：75.6％ 

※必要性については、全体的に約７割以上が必要だと感じている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.4 

40.0 

42.9 

50.0 

37.0 

40.8 

36.5 

29.9 

39.2 

20.0 

38.1 

34.6 

51.9 

36.7 

36.5 

40.2 

6.2 

40.0 

4.8 

3.8 

6.1 

11.1 

4.1 

0.3 

2.0 

14.1 

14.3 

11.5 

11.1 

14.3 

12.7 

17.5 

3.8 

3.2 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

20歳未満 n=5

20歳代 n=21

30歳代 n=26

40歳代 n=27

50歳代 n=49

60歳代 n=63

70歳以上 n=97

とても必要だと思う どちらかというと必要だと思う

あまり必要だと思わない まったく必要だと思わない

わからない 無回答
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◆ダイバーシティ社会実現のために必要だと思うことについて（問 35）【複数回答】 

 

 

◆性的少数者の認知度（問 36）【単一回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自分の身体・心の性または性的指向の悩みについて（問 37）【単一回答】 

 

 

 

 

  

56.0 

41.6 

33.0 

32.0 

26.8 

24.4 

17.2 

2.7 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

多文化共生の推進

障がいのある人の

活躍推進

ワーク・ライフ・バランスの

推進

性的マイノリティ（性的少数者・

ＬＢＧＴ等）活躍の推進

女性活躍の推進

ダイバーシティに関する取組を

進めるための法律の整備等

審議会など政策・方針決定過程に

おける女性の参画

その他

無回答 全体（R04） n=291

67.4 15.5 12.7 4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

言葉を聞いたことがあり、意味も知っている

言葉を聞いたことはあるが、意味は知らない

言葉を聞いたことはない

無回答

2.1 87.6 3.8 6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

悩んだことがある 悩んだことはない 答えたくない 無回答
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◆社会的マイノリティの人への偏見や差別について（問 38）【単一回答】 

「（１）社会全体」 「（２）自分自身」 全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（１）社会全体」 「①ＬＧＢＴ等の人」 年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①ＬＧＢＴ等の人
n=291

②障がいのある人
n=291

③外国籍の人
n=291

④高齢者など
n=291

①ＬＧＢＴ等の人
n=291

②障がいのある人
n=291

③外国籍の人
n=291

④高齢者など
n=291

（１）社会全体

（２）自分自身

35.7 

23.4 

18.6 

10.7 

8.9 

6.9 

6.2 

3.8 

36.8 

43.3 

39.2 

31.6 

27.5 

24.7 

24.1 

14.4 

14.4 

20.3 

25.8 

36.1 

29.9 

34.0 

31.6 

37.1 

5.2 

6.2 

8.9 

14.8 

18.6 

18.9 

21.6 

29.9 

7.9 

6.9 

7.6 

6.9 

15.1 

15.5 

16.5 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あると思う ややあると思う あまりないと思う ないと思う 無回答

35.7 

40.0 

38.1 

50.0 

22.2 

44.9 

39.7 

27.8 

36.8 

60.0 

52.4 

34.6 

59.3 

34.7 

38.1 

26.8 

14.4 

4.8 

3.8 

18.5 

16.3 

11.1 

20.6 

5.2 

11.5 

4.1 

4.8 

7.2 

7.9 

4.8 

6.3 

17.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

20歳未満 n=5

20歳代 n=21

30歳代 n=26

40歳代 n=27

50歳代 n=49

60歳代 n=63

70歳以上 n=97

あると思う ややあると思う あまりないと思う ないと思う 無回答
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「（１）社会全体」 「②障がいのある人」 年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（１）社会全体」 「③外国籍の人」 年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.4 

60.0 

33.3 

42.3 

11.1 

22.4 

27.0 

15.5 

43.3 

20.0 

57.1 

42.3 

55.6 

46.9 

46.0 

35.1 

20.3 

20.0 

4.8 

3.8 

33.3 

20.4 

19.0 

25.8 

6.2 

11.5 

8.2 

3.2 

9.3 

6.9 

4.8 

2.0 

4.8 

14.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

20歳未満 n=5

20歳代 n=21

30歳代 n=26

40歳代 n=27

50歳代 n=49

60歳代 n=63

70歳以上 n=97

あると思う ややあると思う あまりないと思う ないと思う 無回答

18.6 

40.0 

38.1 

26.9 

14.8 

22.4 

19.0 

10.3 

39.2 

40.0 

28.6 

42.3 

44.4 

44.9 

41.3 

34.0 

25.8 

33.3 

23.1 

33.3 

22.4 

27.0 

25.8 

8.9 

20.0 

7.7 

7.4 

8.2 

7.9 

12.4 

7.6 

2.0 

4.8 

17.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

20歳未満 n=5

20歳代 n=21

30歳代 n=26

40歳代 n=27

50歳代 n=49

60歳代 n=63

70歳以上 n=97

あると思う ややあると思う あまりないと思う ないと思う 無回答
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「（１）社会全体」 「④高齢者など」 年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（２）自分自身」 「①ＬＧＢＴ等の人」 年代別 

 

「（２）自分自身」 「①ＬＧＢＴ等の人」 年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.7 

14.3 

15.4 

3.7 

10.2 

15.9 

8.2 

31.6 

40.0 

47.6 

30.8 

48.1 

32.7 

33.3 

21.6 

36.1 

40.0 

33.3 

38.5 

33.3 

44.9 

34.9 

33.0 

14.8 

20.0 

4.8 

15.4 

14.8 

10.2 

11.1 

21.6 

6.9 

2.0 

4.8 

15.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

20歳未満 n=5

20歳代 n=21

30歳代 n=26

40歳代 n=27

50歳代 n=49

60歳代 n=63

70歳以上 n=97

あると思う ややあると思う あまりないと思う ないと思う 無回答

8.9 

20.0 

14.3 

7.7 

11.1 

8.2 

12.7 

5.2 

27.5 

20.0 

23.8 

23.1 

33.3 

24.5 

33.3 

24.7 

29.9 

20.0 

38.1 

38.5 

22.2 

44.9 

25.4 

24.7 

18.6 

20.0 

23.8 

26.9 

33.3 

20.4 

17.5 

11.3 

15.1 

20.0 

3.8 

2.0 

11.1 

34.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

20歳未満 n=5

20歳代 n=21

30歳代 n=26

40歳代 n=27

50歳代 n=49

60歳代 n=63

70歳以上 n=97

あると思う ややあると思う あまりないと思う ないと思う 無回答
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「（２）自分自身」 「②障がいのある人」 年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（２）自分自身」 「③外国籍の人」 年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.9 

20.0 

14.3 

7.7 

3.7 

6.1 

7.9 

5.2 

24.7 

40.0 

28.6 

38.5 

29.6 

22.4 

25.4 

18.6 

34.0 

40.0 

38.1 

38.5 

37.0 

44.9 

31.7 

26.8 

18.9 

19.0 

11.5 

29.6 

20.4 

22.2 

16.5 

15.5 

3.8 

6.1 

12.7 

33.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

20歳未満 n=5

20歳代 n=21

30歳代 n=26

40歳代 n=27

50歳代 n=49

60歳代 n=63

70歳以上 n=97

あると思う ややあると思う あまりないと思う ないと思う 無回答

6.2 

20.0 

14.3 

3.8 

7.4 

6.1 

6.3 

4.1 

24.1 

20.0 

14.3 

30.8 

22.2 

30.6 

27.0 

19.6 

31.6 

20.0 

38.1 

38.5 

40.7 

36.7 

27.0 

26.8 

21.6 

20.0 

33.3 

23.1 

29.6 

20.4 

25.4 

15.5 

16.5 

20.0 

3.8 

6.1 

14.3 

34.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

20歳未満 n=5

20歳代 n=21

30歳代 n=26

40歳代 n=27

50歳代 n=49

60歳代 n=63

70歳以上 n=97

あると思う ややあると思う あまりないと思う ないと思う 無回答
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49.8 

43.2 

34.9 

29.7 

28.4 

24.0 

7.4 

3.1 

7.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学校教育の場における学習機会の充実

誰もが働きやすい職場環境づくりのため、企業・事業者

へ啓発活動推進

「性的少数者（ＬＧＢＴ等）」に関する啓発事業の推進

行政職員や小中学校などの教育に対する研修推進

偏見や差別解消等を目的とする法律等の整備

相談窓口の設置

特にない

その他

無回答 全体（R04） n=229

「（２）自分自身」 「④高齢者など」 年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆性的少数者の人たちが生活しやすい社会を実現するために必要な施策について（問 39）【複数回答】

（３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.8 

20.0 

4.8 

3.8 

4.1 

4.8 

3.1 

14.4 

20.0 

38.1 

11.5 

18.5 

10.2 

14.3 

11.3 

37.1 

20.0 

28.6 

46.2 

40.7 

51.0 

33.3 

30.9 

29.9 

20.0 

28.6 

34.6 

40.7 

28.6 

34.9 

24.7 

14.8 

20.0 

3.8 

6.1 

12.7 

29.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

20歳未満 n=5

20歳代 n=21

30歳代 n=26

40歳代 n=27

50歳代 n=49

60歳代 n=63

70歳以上 n=97

あると思う ややあると思う あまりないと思う ないと思う 無回答
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33.3 28.9 11.7 23.0 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（R04） n=291

言葉も内容も知っていた

言葉も内容もなんとなく知っていた

言葉は聞いたことがあるが、内容までは知らなかった

言葉も内容も知らなかった

無回答

◆ＳＤＧｓの認知度について（問 40）【単一回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇市民アンケート調査設問一覧

F1 性別

F2 年齢

F3 あなたの主な職業

F4 居住年数

F5 配偶者・パートナーの状況

F6 就労形態

問1 性別による生き方や価値観の考え

問2 性別による役割分担のあり方

問3 家庭の役割分担

問4 家庭の役割分担の満足度

問5 仕事がある日ない日の家事に要する時間

問6 男女ともに家事、育児、介護、地域活動の参画に必要なこと

問7 ワーク・ライフ・バランスの認知度について

問8 仕事、家庭生活、プライベートの優先度

問9 日常生活で満足する時間がとれているか

問10 男性の育児休業や介護休業の取得

問11 育児休業取得の有無

問12 職場での男女格差

問13 就職時の問題点

問14 女性が活躍できる場が広がっている実感

問15 女性活躍が進んでいると感じる理由

問16 女性活躍が進んでいないと感じる理由

問17 地域活動の参加経験

問18 地域の慣習や慣行について

問19 配偶者・パートナー・恋人からの暴力の有無

問20 配偶者・パートナー・恋人からの暴力を相談したか

問21 暴力を相談しなかった理由

問22 男女の地位の平等について

問23 平等になるために重要と思うこと

問24 男女共同参画社会のイメージ

問25 男女共同参画社会の実現について

問26 男女共同参画社会で見たり聞いたりしたこと

問27 市の市政分野について男女共同参画の視点が反映されているか

問28 女性活躍推進の取組

問29 女性の進出や登用で必要になる分野

問30 男女共同参画社会の実現に向けて市で力をいれること

問31 防災体制を整えるために必要な取り組み

問32 災害時に性別に配慮した対応が必要だと思うもの

問33 ダイバーシティまたはダイバーシティ＆インクルージョンの認知度

問34 ダイバーシティ社会は必要だと思うか

問35 ダイバーシティ社会実現のために必要だと思うこと

問36 性的少数者（ＬＧＢＴＱ等）の認知度

問37 身体の性、心の性または性的指向について悩んだ経験

問38 社会的マイノリティに偏見があるか（１）社会全体（２）自分自身

問39 性的少数者の人たちへの必要な施策は

問40 ＳＤＧｓの認知度について

【今回調査票構成案】

★　【あなた自身について】

１　【性別による生き方や役割分担に関する意識について】

２　【家庭生活に関する意識について】

３　【仕事や職場環境に関する意識について】

４　【地域活動などについて】

５　【配偶者や恋人等からの暴力について】

６　【男女の地位の平等に関する意識について】

７　【男女共同参画社会、女性の活躍推進について】

８　【防災分野について】

９　【ダイバーシティの推進について】

10　【性的マイノリティ・社会的マイノリティについて】

11　【SDGｓについて】

問41　【意見要望等】


